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[

１]

条
例
制
定
の
背
景

（
１
）
東
京
都
の
保
育
事
情

東
京
の
待
機
児
童
数
は
、
全
国
の
待
機
児
の
約
３

割
を
占
め
、
７
０
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
る
。
少
子
化
が
進
展
す
る
中
で
、

人
口
の
都
心
回
帰
を
受
け
、
就
学
前
児
童
人
口
は
23

区
を
中
心
に
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
続
く
景
気
低
迷
も
影
響
し
、
平
成

24
年
４
月
の
認
可
保
育
所
の
入
所
申
込
者
数
は
、
前

年
と
比
べ
７
３
０
３
人
増
加
し
20
万
５
０
９
１
人
と

初
め
て
20
万
人
の
大
台
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
都
は
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
、

短
期
集
中
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
も
努
め
て
き

て
い
る
。保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
緊
急
３
か
年
事
業（
平

成
20
～
22
年
度
）
で
は
、
国
の
安
心
こ
ど
も
基
金
に

加
え
、
施
設
整
備
に
係
わ
る
都
独
自
の
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
当
初
目
標
の
１
万
５
０
０
０
人
分
を
大
き

く
上
回
る
２
万
４
６
１
３
人
分
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

整
備
し
た
。
ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
緊
急
３
か

年
事
業
の
最
終
年
度
に
当
た
る
平
成
22
年
度
か
ら
は

東
京
都
保
育
計
画
（
平
成
22
～
26
年
度
）
に
よ
り
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
児
童
数
を
３
万
５
０
０
０
人
増

や
す
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
23
年
12
月
に
ま

と
め
ら
れ
た
「
２
０
２
０
年
の
東
京
」
へ
の
実
行
プ

ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
２
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

の
３
年
間
で
２
万
４
０
０
０
人
増
や
す
こ
と
と
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
注
力
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

就
学
前
児
童
人
口
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
待
機

児
童
数
は
２
年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
減
少
し
た
と
は
言
え
、
依
然
と

し
て
７
０
０
０
人
を
超
え
る
待
機
児
童
の
数
や
保
育

サ
ー
ビ
ス
へ
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
と
、
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
組
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
、
待
機
児
童
数
の
９
割
を
占
め
る
０
～
２

歳
児
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向
け
た
取
組
が
東
京

都
の
待
機
児
童
対
策
に
お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

〔先進自治体における条例制定事例〕

東京都児童福祉施設の設備 
及び運営の基準に関する条例
等の制定について

東京都福祉保健局少子社会対策部保育支援課長
花本　由紀

特集

〈図１〉就学前児童人口と待機児童数の推移
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（
２
）
条
例
制
定
の
経
緯

都
が
待
機
児
童
対
策
と
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
に
努
め
る
中
、
国
は
平
成
21
年
12
月
に｢

地
方
分

権
改
革
推
進
計
画｣

を
閣
議
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
全

国
一
律
で
定
め
て
き
た
児
童
福
祉
施
設
の
設
備･

運

営
基
準
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
等
が
制
定
す
る
条
例

に
委
任
す
る
方
針
を
示
し
た
。
平
成
22
年
３
月
に
は

法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
議
を
経
て
法
案

名
称
を
修
正
し
、
平
成
23
年
４
月
に
「
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
23
年
法
律
第
37
号
。
以
下
「
第
１
次
一
括
法
」
と

い
う
。）
と
し
て
参
議
院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。

本
法
の
施
行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
都
が
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
・
運
営
基
準
を
自

ら
決
定
し
、
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

中
で
も
保
育
所
の
居
室
面
積
基
準
に
つ
い
て
は
、
東

京
等
の
一
部
の
地
域
（
都
に
お
い
て
は
15
区
９
市
）

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
一
時
的
措

置
と
し
て
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
範
囲
内
で
、
国

の
基
準
と
異
な
る
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。

都
は
、
法
案
が
国
会
で
継
続
審
議
さ
れ
て
い
た
最

中
の
平
成
22
年
11
月
に
、
法
が
成
立
し
た
場
合
に
は

速
や
か
に
条
例
制
定
の
手
続
き
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待
機
児
童
対
策
の

方
向
性
を
早
期
に
定
め
る
た
め
、
児
童
福
祉
審
議
会

計　画 目標期間 目　標　値 実　績

保育サービス拡充 
緊急３か年事業

H20 ～ 22 定員 15,000人増加 24,613人増加

少子化打破・緊急対策 H22 ～ 24 利用児童数 22,000人増加
19,109人増加 

（H22・23年度）

「2020年の東京」への 
実行プログラム2012

H24 ～ 26 利用児童数 24,000人増加

〈表２〉待機児童解消に向けた都の取組計画と実績

区分
就学前 

児童人口
保育所 

入所申込者数
保育所入所申込率

対前年増減

平成18年 588,545人 169,534人 28.8% 0.3%

平成19年 588,773人 172,000人 29.2% 0.4%

平成20年 591,604人 175,527人 29.7% 0.5%

平成21年 594,272人 183,779人 30.9% 1.2%

平成22年 601,368人 190,645人 31.7% 0.8%

平成23年 609,128人 197,788人 32.5% 0.8%

平成24年 615,228人 205,091人 33.3% 0.8%

〈表１〉保育所入所申込率の推移

（注 1）就学前児童人口は、各年 1 月現在
（注 2）保育所入所申込率は、就学前児童人口に占める保育所入所申込者数の割合
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都
の
提
示
案
に
対
し
、
面
積
基
準
を
緩
和
す
る
こ

と
は
、
施
設
整
備
を
待
た
ず
に
受
入
れ
が
可
能
と
な

り
、
更
な
る
待
機
児
童
対
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
な

方
策
で
あ
る
と
い
う
意
見
の
ほ
か
、
面
積
基
準
の
緩

和
は
子
ど
も
に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

年
度
途
中
の
弾
力
化
に
つ
い
て
は
、
毎
年
変
動
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
既
存
施
設
の
柔
軟
か
つ

有
効
な
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
即
効
性
が
あ
る
と
い

う
意
見
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
待
機
児
童
が
最
も
多

く
問
題
が
深
刻
な
１
歳
児
に
つ
い
て
は
、
４
割
の
施

設
が
既
に
最
低
基
準
に
近
い
居
室
面
積
で
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
面
積
基
準
の
緩
和
に
よ
っ
て
、
更
な
る

受
入
枠
拡
大
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
認
可
保

育
所
増
設
ま
で
の
間
の
一
時
的
な
つ
な
ぎ
や
、
年
度

当
初
に
最
大
限
ま
で
入
所
児
童
を
受
け
入
れ
た
施
設

で
の
緊
急
入
所
措
置
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
効
果
が

期
待
で
き
る
と
さ
れ
た
。

区
市
町
村
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
解

消
に
取
り
組
む
上
で
の
選
択
肢
が
増
え
、
自
由
度
が

広
が
る
も
の
で
あ
っ
て
、
基
準
緩
和
を
強
制
す
る
も

の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。

新
た
な
面
積
基
準
（
2.5
㎡
ま
で
の
弾
力
化
）
は
、

東
京
都
独
自
の
制
度
で
あ
る
認
証
保
育
所
Ａ
型
に
お

い
て
、
平
成
13
年
度
の
制
度
創
設
以
来
、
運
用
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
一
定
の

に
区
・
市
の
代
表
者
、
保
育
事
業
者
、
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
専
門
部
会
を
設
け
、
平
成
23
年
３
月
ま
で

３
回
に
わ
た
り
、
保
育
所
の
居
室
面
積
基
準
を
中
心

に
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、法
が
成
立
し
、

平
成
23
年
10
月
に
公
布
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
令
に
よ

り
、
障
害
児
施
設
を
除
く
す
べ
て
の
児
童
福
祉
施
設

の
設
備
・
運
営
基
準
に
つ
い
て
国
の
考
え
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
11
月
に
専
門
部
会
を
開

催
し
、
保
育
所
の
居
室
面
積
基
準
以
外
の
児
童
福
祉

施
設
９
施
設※

の
基
準
に
つ
い
て
も
審
議
し
て
い
た
だ

い
た
。

※
９
施
設
：	

助
産
施
設
、乳
児
院
、母
子
生
活
支
援
施
設
、

保
育
所
、児
童
厚
生
施
設
、児
童
擁
護
施
設
、

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
児
童
自
立

支
援
施
設
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

以
下
に
平
成
23
年
３
月
ま
で
保
育
所
の
居
室
面
積

基
準
を
中
心
に
集
中
的
に
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
児

童
福
祉
審
議
会
・
専
門
部
会
の
審
議
状
況
を
記
す
。

●
児
童
福
祉
審
議
会
・
専
門
部
会
（
保
育
所
の
設
備

運
営
基
準
）
で
の
審
議
状
況

～
平
成
22
年
12
月
か
ら
23
年
３
月
に
か
け
て
～

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
保
育
所
等
の
施
設
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
重
要
で
あ
る
が
、
施
設
整

備
に
は
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
即
効
性
の
あ

る
緊
急
対
策
と
し
て
、
面
積
基
準
の
緩
和
は
一
つ
の

方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、都
は
専
門
部
会
に
対
し
、

次
の
案
を
提
示
し
た
。

〈
考
え
方
〉

地
域
主
権
改
革
推
進
整
備
法
案
が
成
立
し
た
場
合

に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
待
機
児
童
を
解
消
で
き

る
よ
う
、
都
条
例
で
保
育
所
の
面
積
基
準
を
一
部

緩
和
す
る
。

〈
具
体
的
な
面
積
基
準
〉

０
歳
児
、１
歳
児
１
人
当
た
り
3.3
㎡
以
上
と
す
る
。

（
そ
れ
ま
で
の
都
の
認
可
基
準
と
同
じ
）

た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
に
お

い
て
、
年
度
途
中
に
定
員
を
超
え
て
入
所
さ
せ
る

場
合
の
面
積
は
、１
人
当
た
り
2.5
㎡
以
上
と
す
る
。

な
お
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
最
低
基
準
の
意
義

及
び
都
が
定
め
る
面
積
基
準
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

以
下
の
３
点
を
確
認
し
た
。

①
都
が
定
め
る
面
積
基
準
は
、
最
低
限
確
保
す
べ
き

基
準
と
の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
緩
和

す
る
よ
う
誘
導
し
た
り
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

②
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
面
積
基
準
を
適
用
す
る
か

は
、
保
育
の
実
施
主
体
で
あ
る
区
市
町
村
が
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
主
体
的
に
判
断
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と

③
各
施
設
に
お
い
て
は
、
最
低
基
準
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
常
に
そ
れ
以
上
の
設
備
・
運
営
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
こ
と
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質
が
担
保
さ
れ
、
適
切
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
き
た
。
認
証
保
育
所
は
、
実
施
主
体
で
あ
る
区

市
町
村
や
都
民
の
広
範
な
支
持
を
得
て
着
実
に
設
置

が
進
ん
で
お
り
、
10
年
と
い
う
実
績
を
積
み
重
ね
て

き
た
実
態
を
評
価
す
べ
き
と
さ
れ
た
。

専
門
部
会
の
結
論
と
し
て
、
待
機
児
童
対
策
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
等
の
施
設
整
備
を
中
心
に
進
め
る

べ
き
で
あ
る
が
、
緊
急
一
時
的
な
措
置
と
し
て
、
年

度
途
中
に
限
っ
て
面
積
基
準
を
2.5
㎡
ま
で
緩
和
し
、

さ
ら
な
る
定
員
の
弾
力
化
を
図
る
こ
と
も
対
策
の
一

つ
で
あ
り
、
都
の
提
案
内
容
を
了
承
す
る
、
と
い
う

の
が
多
数
意
見
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
一
部
の
委
員

か
ら
、
面
積
の
緩
和
は
選
択
肢
と
し
て
最
終
段
階
で

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
法

案
の
行
方
も
勘
案
し
つ
つ
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

保
育
所
の
居
室
面
積
基
準
以
外
の
基
準
を
含
め
、

専
門
部
会
で
の
検
討
内
容
は
、
平
成
24
年
１
月
に
本

委
員
会
に
報
告
・
審
議
さ
れ
、
都
が
提
案
し
た
基
準

案
が
了
承
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
児
童
福
祉
審
議
会
の

議
論
を
踏
ま
え
て
基
準
条
例
案
及
び
規
則
が
立
案
さ

れ
、平
成
24
年
第
１
回
東
京
都
議
会
定
例
会
で
議
決
・

成
立
し
、
平
成
24
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、
４
月

１
日
付
け
で
施
行
さ
れ
た
。

[

２]

条
例
の
内
容

（
１
）
概
要

○
基
準
が
規
定
さ
れ
た
９
施
設
の
う
ち
、
保
育
所
を

除
く
８
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る
基
準
に

基
づ
き
規
定
。

○
保
育
所
に
つ
い
て
は
、国
基
準
を
基
本
と
す
る
が
、

以
下
に
つ
い
て
は
都
独
自
の
基
準
を
規
定
。

①
都
に
お
い
て
、
乳
幼
児
の
健
康
・
安
全
の
確
保
等

の
観
点
か
ら
、「
東
京
都
保
育
所
設
置
認
可
等
事

務
取
扱
要
綱
」
に
よ
り
基
準
化
し
、
そ
の
推
進
を

図
っ
て
き
た
基
準

②
第
１
次
一
括
法
附
則
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
、

保
育
所
の
居
室
面
積
の
特
例
措
置
に
係
わ
る
基
準

〈
表
３
〉　

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び

運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
及
び
同
条
例
施

行
規
則
と
基
準
省
令
と
の
対
応
関
係

国基準で「従うべき
基準」とされた事項
について、都独自に
上乗せ

○乳児室、ほふく室の面積
国 《乳児室》をほふくしない段階の乳児又は満２歳
に満たない幼児１人につき1.65㎡以上、《ほふく室》
をほふくする段階の乳児又は満２歳に満たない幼
児１人につき3.3㎡以上
→都 《乳児室又はほふく室》の面積について、乳児
又は満２歳に満たない幼児１人につき3.3㎡以上と
規定

○新たに認定こども園を運営する際の特例
国 既存の幼稚園又は保育所が新たに認定こども園
を運営する場合における満３歳以上児の保育室又
は遊戯室の面積及び職員資格の特例
→都 規定しない。

国基準で「標準」と
された事項につい
て、合理的な理由が
ある範囲内で、地域
の実情に応じた都独
自の基準を規定

○乳児室、ほふく室の面積
都 国が定める期間及び地域において、年度の途中
に定員を超えて入所させる場合は、乳児又は満２
歳に満たない幼児１人につき2.5㎡以上と規定

国基準で「参酌すべ
き基準」とされた事
項について、都独自
の基準を規定

○医務室
国 乳児又は満２歳に満たない幼児を入所させる保
育所に必置
→都 満２歳以上の幼児を入所させる保育所にも必
置

○新たに認定こども園を運営する際の特例
国 既存の幼稚園又は保育所が新たに認定こども園
を運営する場合における満３歳以上児の屋外遊戯
場の面積の特例
→都 規定しない。

国基準にはなく、都
独自に規定

○開所時間
都 原則として11時間とする。

（２）特徴
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＜
表
３
＞
東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
及
び
同
条
例
施
行
規
則
と
基
準
省
令
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て

条
　
例

規
　
則

省
　
令

第
五
章
　
保
育
所

　（
設
備
の
基
準
）

第
四
十
一
条
　
保
育
所
（
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
入
所

さ
せ
る
保
育
所
に
限
る
。）
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
は
な
ら
な
い
。

一
　
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
、
医
務
室
、
調
理
室
及
び
便
所
を
設
け

る
こ
と
。

二
　
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。

三
　
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た

な
い
幼
児
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２
　
保
育
所
（
満
二
歳
以
上
の
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
に
限
る
。）

は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
育
室
又
は
遊
戯
室
、
屋
外
遊
戯
場
（
保
育
所
の
付
近
に
あ
る

屋
外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
。以
下
同
じ
。）
、医
務
室
、

調
理
室
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。

二
　
保
育
室
又
は
遊
戯
室
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。

三
　
満
二
歳
以
上
の
幼
児
一
人
に
つ
き
、
保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面

積
に
あ
っ
て
は
一
・
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋
外
遊
戯
場
の

面
積
に
あ
っ
て
は
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

第
五
章
　
保
育
所

　（
設
備
の
基
準
）

第
三
十
二
条
　
保
育
所
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
に
は
、

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
、医
務
室
、調
理
室
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。

二
　
乳
児
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
前
号
の
幼
児
一
人
に
つ
き
一
・

六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
第
一
号
の
幼
児
一
人
に
つ
き
三
・

三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。

五
　
満
二
歳
以
上
の
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
に
は
、
保
育
室
又
は

遊
戯
室
、
屋
外
遊
戯
場
（
保
育
所
の
付
近
に
あ
る
屋
外
遊
戯
場
に
代

わ
る
べ
き
場
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
、
調
理
室
及
び
便
所
を
設
け

る
こ
と
。

六
　
保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児
一
人
に
つ
き
一
・

九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
屋
外
遊
戯
場
の
面
積
は
、
前
号
の
幼
児

一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

七
　
保
育
室
又
は
遊
戯
室
に
は
、
保
育
に
必
要
な
用
具
を
備
え
る
こ
と
。

３
　（
略
）

（
保
育
所
の
設
備
の
基
準
）

第
十
四
条
　（
略
）

八
　（
略
）

（
保
育
時
間
等
）

第
四
十
四
条
　
保
育
所
に
お
け
る
保
育
時
間
は
、
原
則
と
し
て
一
日
に

つ
き
八
時
間
と
し
、
入
所
し
て
い
る
乳
幼
児
の
保
護
者
の
労
働
時
間
、

家
庭
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
保
育
所
の
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

２
　
保
育
所
に
お
け
る
開
所
時
間
は
、
規
則
に
定
め
る
基
準
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

（
保
育
所
の
開
所
時
間
）

第
十
七
条
　
条
例
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め

る
基
準
は
、
原
則
と
し
て
十
一
時
間
を
開
所
時
間
と
す
る
こ
と
と

す
る
。

　（
保
育
時
間
）

第
三
十
四
条
　
保
育
所
に
お
け
る
保
育
時
間
は
、
一
日
に
つ
き
八
時
間

を
原
則
と
し
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
乳
幼
児
の
保
護
者
の
労
働
時
間

そ
の
他
家
庭
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
保
育
所
の
長
が
こ
れ
を
定
め

る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　（
略
）

２
　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
三
十
七
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
地
域
に
お
け
る
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
号
中
「
あ

る
こ
と
。」
と
あ
る
の
は
、「
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
年
度
の
途
中
に

満
二
歳
に
満
た
な
い
乳
幼
児
の
年
齢
別
定
員
の
合
計
を
超
え
て
入
所

さ
せ
る
場
合
は
、
満
二
歳
に
満
た
な
い
乳
幼
児
一
人
に
つ
き
二
・
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

３
　（
以
下
略
）

附
　
則

（
特
例
幼
保
連
携
保
育
所
の
特
例
）

第
九
十
四
条
　
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
　（
略
）



特
集
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例
制
定

39◆自治体法務研究 2012・冬

[
３]

今
後
の
課
題

条
例
施
行
後
、
半
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
都
内

対
象
地
区
（
15
区
９
市
）
に
お
い
て
、
面
積
基
準
の

緩
和
を
適
用
す
る
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
地
域

は
な
い
。
一
部
の
区
市
で
は
、
現
に
保
育
所
に
児
童

を
預
け
て
い
る
保
護
者
等
よ
り
、
面
積
基
準
緩
和
に

反
対
す
る
陳
情
も
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

ゆ
と
り
を
持
っ
て
保
育
し
た
い
と
い
う
事
業
者
や

保
育
従
事
者
の
思
い
や
、
現
在
の
施
設
レ
ベ
ル
を
維

持
し
て
欲
し
い
と
い
う
保
護
者
の
気
持
ち
は
理
解
で

き
る
。
保
育
環
境
が
よ
り
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
望
む

の
は
誰
し
も
共
通
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
一
方
で
、

認
可
保
育
所
や
認
証
保
育
所
に
も
入
れ
ず
認
可
外
保

育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
児
童
が
増
え
て
い
る
現
実

を
し
っ
か
り
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
に
お
い
て

は
、
条
例
制
定
に
向
け
た
議
論
の
経
過
や
、
条
例
の

趣
旨
等
を
十
分
に
理
解
の
上
、
運
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

ま
た
、
本
年
８
月
に
子
ど
も･

子
育
て
支
援
法
な

ど
３
法
が
可
決
・
成
立
し
た
が
、
参
議
院
の
附
帯
決

議
で
は
、
地
方
自
治
体
独
自
の
認
定
制
度
が
待
機
児

童
対
策
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
、
大
都
市
部
の
保
育
所
の
認
可
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
自
治
体
が
特
例
的
か
つ
臨
時
的
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
保
育
を
必
要
と
す
る

す
べ
て
の
児
童
が
必
要
度
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
地
方
の
裁
量
の
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
る
。
新
た
な

制
度
に
お
け
る
施
設
基
準
は
、
平
成
25
年
度
に
設
置

さ
れ
る
国
の
子
ど
も･

子
育
て
会
議
に
お
い
て
審
議

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
都
の
認
証
保
育
所
の
実
績

を
踏
ま
え
、
地
方
独
自
の
創
意
工
夫
が
凝
ら
せ
る
柔

軟
な
も
の
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
国
の
検
討

状
況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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